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Ⅰ 研究主題設定の理由 

  中央教育審議会答申(Ｈ20)に示されている国語科の改善の基本方針は，「言葉を通じて的確に理解

し，論理的に思考し表現する能力」を重視している。また，改善の基本方針に基づいて改訂された小

学校学習指導要領の国語科の主な内容として，「自ら学び，課題を解決していく能力の育成を重視し，学

習過程を明確化した」としている。学習指導要領「Ｃ読むこと」第５学年及び第６学年の目標で示さ

れているとおり，書かれている文章の内容を受動的に読み取って理解するのではなく，目的に応じ，内

容や要旨を捉えながら読む能力を身に付けさせる必要がある。また，読書を通して，自ら文章を読み

進めて自分の考えや思いをもち，それらを広げ，深めることが重要である。そのためには，思考力・

判断力・表現力が発揮されるような学習活動の展開を目指し，言語活動の充実を図り，文章を主体的

に読む学習が必要である。 

平成24年度「基礎・基本」定着度調査結果概要によると，鹿児島県の国語科教育の課題として，「文

章を『読むこと』，『書くこと』の定着が不十分であり，発表や報告などの言語活動の充実を図る必要

がある」とされている。内容・領域別に見ると，文学的文章の正答率は，目標平均通過率70％を下回

る結果が出ており，特に，学習指導要領指導事項「文学的文章の解釈」に関する問題の平均通過率

は，40.5％と低い結果が見られる。このような結果からも，文学的文章を主体的に読むことのできる

能力を身に付けるために，言語活動の充実を図ることが必要である。 

平成24年度の学校基本調査(文部科学省)によると，鹿児島県の小学校のうち，約43％が小規模校で

ある。小規模校は，子ども数が少ないなどの制限を抱えているが，同時に，学習指導要領に示された

言語活動例を小規模校の利点が生きるよう実態に合わせて具体化ができるのではないかと考える。少

人数による言語活動は，個別指導が行いやすいことから，例えば，一人一人の子どもの考えを伝え合

うなど個性を生かした言語活動として構築できる可能性がある。 

中・高学年が複式学級である本校では，「読むこと」の領域に絞り，文学的文章の読み取りに関する

指導法の改善を図ってきた。しかし，指導が書かれていることの内容把握に偏る傾向があり，自分の

考えや思いを表出させることが十分ではなかったり，自分で読もうとする積極的な態度の育成に結び

付けられなかったりしている現状がある。さらに，限定された人間関係のために，自分の考えを伝え

る必要性を感じさせることができず，多様な意見に触れることなどによる，考えの広がりや深まりが

見られないことも多い。 

そこで，本研究では小規模校の利点や子どもたちの実態を考慮し，授業等具体的な場面において，言

語活動の具体化を図り，文学的文章の「読むこと」に関する指導法を改善していきたい。そうするこ

とで，文学的文章を主体的に読む力を身に付けることができるのではないかと考え，本主題を設定し

た。 

 

Ⅱ 研究の構想 

１ 研究のねらい 

(1) 学習指導要領や文献，先行研究を基に，文学的文章を主体的に読むことについて基本的な考えを

明らかにする。 

(2) 子ども及び教師を対象とした実態調査や意識調査などから，指導上の課題について明らかにする。 

(3) 文学的文章を自ら進んで読み進め，自分の考えや思いをもち，それらを広げ深める学習指導法の

研究・検証を行う。 

(4) 小規模校の利点を生かした言語活動と指導の在り方を明らかにする。 

(5) 検証授業の分析を基に，研究の成果と課題について明らかにする。 
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２ 研究の仮説 

小規模校の利点を生かし，言語活動の具体化を図る指導の工夫を行うならば，子どもたちは，自

分の考えや思いをもち，それらをさらに広げたり深めたりする主体的に読む力を身に付けられるの

ではないか。 

 

３ 研究の計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 研究の実際 

１ 研究主題についての基本的な考え方 

(1) 文学的文章を学ぶ意義 

文学的文章を学ぶ意義について，安藤修平氏

は，「叙述を通して，作者の人間や社会に対する考

え方を具体的に読み取り，自分の人間理解の体験

を広げるため」＊1)と述べている。文学的文章を学

ぶことにより，人間や社会に対する理解を深める

とともに，豊かな想像力や創造力を育むことがで

きる。また，充実した言語環境の基盤をつくる読

書生活を構築することができる(図１)。豊かな読書体験から，登場人物の生き方や考え方に触

れ，様々な人間の生き方を追体験したり，作品に込められた作者の思いを考えることで，自らの

考えを広げたり深めたりすることができる。つまり，文学的文章を読むこととは，叙述を通し

て，様々な人間の生き方を追体験し，生き方・考え方の幅を広げることであると言える。 

また，作品の表現の工夫を捉え，文章表現の巧みさや，言葉が表し出す創作された世界を感じ 

 ＊1)安藤修平 『「読むこと」の授業をつくる』 2011 光村図書 

人間や社会への理解を深める

読書生活の構築

豊かな想像力・創造力

生き方・考え方の幅を広げる

文学的文章を読む

図１ 「文学的文章を学ぶ意義」に関する構造図 

 
子どもたちの実態 

研究主題 

研究の仮説 

○ 文学的文章の指導に関する理論研究 

○ 小規模校における学習指導の課題に関する理論研究 

○ 文学的文章の指導や小規模校の課題に関する意識調査の分析と考察 

○ 文学的文章を主体的に読む力を育成するための国語科授業の構想 

 ・ 文学的文章を「読み進めるための観点」に沿って読む工夫 

 ・ 小規模校の利点を生かした言語活動の具体化 

検証授業の実施と考察 

研究の成果と今後の課題 
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礎
研
修 

本
研
究 

ま
と
め 

学習指導要領 
教師の願い 

指導の反省 
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取る感受性を養うことにもつながる。本来読書とは，主体的なもので，「読みたい」と思い「読

む」のであり，択一的な文章読解や，価値観の押しつけは好ましくない。しかし，同年齢の集団

で，一つの文学的文章を読み，読み取ったことや自分の感想，文章から受けた印象などを交流さ

せ，様々な考え方に触れる学習活動は，学校でしかなしえない活動であり，文学的文章を取り扱

う意義があると考える。 

  (2) 文学的文章を主体的に読む力とは 

本研究では，「主体的に読む」ことを「読み進め

るための観点を活用し，自ら文章を読み進めるこ

とで，自分の考えの形成を図り，他者との交流活

動を通して考えを広げ深めること」と定義付け

る。読み進めるための観点に沿って読む学習は，自

分の考えを形成し，自分なりの考えをまとめてい

くことにつながり，他者と意見を交流する学習

は，多様な考えに触れ，自らの考えを広げ深める

ことにつながると考える(図２)。つまり，文学的文章を主体的に読む力とは，子どもたちが読み

進めるための観点等を利用し，自分で読み進めることで生まれた疑問などから自ら課題を設定

し，課題を解決するために，さらに読み進めたり話し合ったりして，自分の考えを広げ深めてい

く力と捉えることができる。 

  (3) 読み進めるための観点とは 

    読み進めるための観点とは，文学的文章

の特徴に合わせて設定する，文章を読むた

めに必要な焦点化された項目と捉える。本

研究では，学習指導要領における「文学的

文章の解釈に関する指導事項」を基に，「設

定」・「人物」・「技法」・「主題」の４観点を

設定した(図３)。 

読み進めるための観点を整理し，その観点に沿って読み取りをさせることで，子どもたちの活

動がより焦点化され，能動的なものとなると考える。 

(4) 小規模校の利点を生かした言語活動とは 

    言語活動とは，言語による理解，思考，表現によって行われる学習活動のことである。言語活

動を充実させるねらいとしては，思考力・判断力・表現力を育成するなど確かな学力の育成を図

り，生きる力を育むことだと言える。言語活動の充実には，全ての教育活動で言葉を大切にし，言

葉の力を育てるという側面と，各教科の目標を達成させるために言語活動を取り入れるという側

面がある。 

    各教科の目標を達成させるための手段としての言語活動は，子どもたちの主体的な学習を促す

指導法改善の手立てであると言える。学習指導要領国語科の目標は，「国語を適切に表現し，正

確に理解する能力を育成し，伝え合う力を高めるとともに，思考力や想像力及び言語感覚を養

い，国語に対する関心を深め，国語を尊重する態度を育てる」ことである。この目標達成のため

に，言語活動を通して指導事項を指導していく必要がある。国語科において言語活動を充実させ

るためには，本単元で子どもたちに身に付けさせたい力を明確にすること，身に付けさせたい力

にふさわしい言語活動を設定すること，単元を貫いて言語活動を位置付けること，子どもの主体

的な意識を生かすことなどが必要である。 

    小規模校の利点として，きめ細やかな指導が可能であることや，一人一人の実態を把握しやす

図２ 「主体的に読む」ことに関する構造図 

読み進めるための観点の活用

他者との交流活動

図３ 読み進めるための観点の設定 

登場人物の相互関係や心情

場面についての描写

優れた叙述

自分の考えをまとめる

「人物」

「設定」

「技法」

「主題」
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く，個に応じた指導ができること，全員が発言の機会や発表の場をもちやすく，表現力を育成し

やすいことなどが挙げられる。これらの利点を生かした言語活動を計画し，実施することで，子

どもたちの思考力・判断力・表現力の育成が図られるのではないかと考える。 

    具体的には，きめ細やかな指導が可能という利点を生かし，学習の課題解決に向けた個別指導

や，個に応じた指導ができる利点を生かし，詳細な実態把握から一人一人の興味・関心に応じた

学習目標の設定などを行い，子どもたちの実態に合った言語活動を計画することが考えられ

る。また，全員が発表の機会をもちやすく，表現力を育成しやすい利点から，一人一人の発表の

時間を確保した学習や異学年交流，学校行事と関連させた保護者や地域の方に向けた学習発表会

などが考えられる。 

    言語活動を小規模校の利点を生かすよう設定することで，意図的・計画的に子どもたちの思考

力・判断力・表現力の育成を図ることができ，ここで育成された能力は，実生活で働くような力

になることが考えられる。また，学校の規模が小規模であり，子どもたちが少人数ということを

考慮した言語活動は，中・大規模校でもグ

ループ学習やペア学習の場などで有効に働

くものと考える。 

    このように，文学的文章を読み進めるた

めの観点に沿って読む学習を子どもたちの

実態を考慮して行い，さらに小規模校の利

点を生かした言語活動を位置付けることに

よって，主体的に読む力を育成できると考

える(図４)。 

 

２ 実態調査の分析と考察 

(1) 文学的文章を「読むこと」に関する実態調査 

(アンケート実施 平成25年５月 対象 長島町立田尻小学校 汐見小学校 本浦小学校 伊唐小学校 獅子島小学校 ５・６年生 42人 学級担任 18人) 

長島町内の複式学級を設置している小学校

の子どもたちと教師を対象に，文学的文章を

「読むこと」に関する実態調査を行った。ま

た，子どもたちには，文章の内容を読み取る

ことができるか，読み取ったことから，自分

の考えを形成することができるかを調査する

ため，既習内容である第２学年教材「お手

紙」(光村図書)を使った「読むこと」に関す

る実態調査を行った。 

問題文の中の会話文から，誰の会話である

かを問う問題の正答率は，約90％であった(図

５)。子どもたちは，文章中の人物の言動に関

して，おおむね読み取ることができていると

言える。しかし，「作者は読者に何を伝えた

かったか」という作者の思いを考察する質問

では約33％の正答率だった(図６)。読んだ文

章から自分の考えの形成を図り，それらを広

げ，深める力が育っていないと推察される。 

図５ 「読むこと」に関する実態調査 「誰の会話か」 
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図６ 「読むこと」に関する実態調査 「作者の思い」 
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」
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で
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。
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答
例
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達
の
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情
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持
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が
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切
だ

な
ど
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答
率
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33
％

自
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え
の
形
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て
い
な
い

考
え
の
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が
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深
ま
り
が
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な
い
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も
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ち
の
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。
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対
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四
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二
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読み進めるための観点
小規模校の利点を
生かした言語活動

○「設定」
○「人物」
○「技法」
○「主題」○ 興味・関心に沿った

個別学習
○ 保護者・地域の方々

への発表
○ 異学年交流等

図４ 「主体的に読む力」の育成に関する構造図 
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また，子どもの「読むこと」に関する意識

調査において「文章を読むとき，場面や話の

まとまりごとに内容を理解しながら読んでい

る」かに対して，肯定的な回答をした子ども

は約93％であった。子どもたちは，おおむね

文章を読むことができているという意識を

もっていることが分かる。しかし，教師に子

どもたちが理解しながら読んでいるかを問うと，約50％の教師が否定的な回答をしており，子ど

もたちの意識とのずれが見られる(図７)。子どもたちは，文章に書いてあることの内容把握が正

確であることを読めていると評価している一方，教師は，文章から自分の考えや思いをもち，そ

れらを広げ，深めることができていないことから，読めていないと評価していることによるもの

ではないかと考える。文章の内容の把握に留まらず，自分の考えの形成，及び考えの広がりや深

まりを図る学習指導の工夫が必要と思われる。 

(2) 小規模校における学習指導に関する実態調査 

教師を対象に行った小規模校における学習指

導に関する意識調査からは，複式学級での学習

指導に課題が多いと答えた教師が90％を超えた

(図８)。実際に複式学級で指導を行っている教

師の意識として，教材研究・意見交流・間接指

導に課題を感じているという回答が多かった  

(表１)。教材研究では，量の多さや重要度につ

いて認識していることが分かる。２学年で同時

に学習を進める複式学級において，授業の内容

を精選する必要があり，それに伴う教材研究の

重要度は高いと考えられる。意見交流では，考

えが広がりにくく，深まりにくいという意見が

多かった。これは，子どもたちに行った読み取

りの実態調査とも重なるものであった。少人数

での学習は，発言の機会が多く設定できるにも

かかわらず，多様な意見の交流が行われにく

く，それにより互いの感じ方や表現の違いに気

付いたり，助言し合ったりする場面を構築する

ことが難しいという課題が挙げられた。間接指

導では，ワークシート等を用いた効果的な指導

やガイド学習の在り方が挙げられた。その他，複

式学級であるため，個別指導を行いにくいとい

う実態，また，個人差が大きい場合の一斉指導

の難しさといった課題も見られた。 

実態調査や意識調査から，「読むこと」に関す

る学習において，自分の考えを形成し，考えを

広げたり，深めたりする学習指導の在り方を探り，教材研究や意見交流，間接指導，個別指導等

の小規模校の課題を解決するため，小規模校の利点を生かした学習指導の工夫が必要ではないか

と考えられる。 

図７ 「読むこと」に関する子どもと教師の意識調査 

図８ 複式学級の学習指導に関する教師の意識調査 

複式学級で学習指導が難しいと思われる点はどんなことですか。 

教材研究  

教材研究の量が多い。 

教材研究の重要性が高い。 

新しく指導する内容が多い時に困る。 

２学年分の教材研究が大変である。 

授業の内容を精選することが難しい。 

ポイントを絞って指導することが難しい。 

意見交流 

話合いの場面で考えが深まらない。 

考えが広がりにくく，深まりにくい。 

少ない人数での多様な考えを引き出すところが難しい。 

話合いの充実が図られない。 

それぞれの学年の学習に深まりをもたせることが難しい。 

間接指導 

できるだけ直接指導が望ましい。 

ワークシートの穴埋め的な学習に偏ってしまう。 

間接指導時の学習が滞る。 

間接指導の充実が図られない。 

個別指導 
個人差がある場合，定着が進まない。 

細かい指導をしにくい。 

個人差があり，その子に合った指導ができない。 

わたり・ずらし 

ガイド学習 

わたりやずらし等をふまえた学習の進め方が難しい。 

ガイド役の育成が難しい。 

学習のしつけ(ガイド学習)の重要性が高い。 

一人学級 
一人学年への指導が難しい。 

一人学年の学級のため，話合いや教え合いが難しい。 

児童が一人だと教師との交流になりがちである。 

表１ 複式学級の学習上の課題について 教師意識 
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(3) 調査結果から設定した研究の視点 

    以上のような調査結果から，以下のような研究の視点を設けることにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 文学的文章を主体的に読むための国語科授業の構想 

  (1) 文学的文章を「読み進めるための観点」に沿って読む工夫 

    具体的に教材を通して，何をどの

程度読んでいくのか，何からどのよ

うに考えて自分の考えを広げたり深

めたりしていけばよいのかが明確で

ないことが，文学的文章を主体的に

読むことができない理由として考え

られる。そこで，先述した読み進め

るための観点を教材文に合わせて具

体的に設定し，教材文をどのように

読んでいけばよいのか，読む視点を

明らかにしようと試みた。 

学習指導要領では，文学的文章の解釈として，指導事項が系統的に示されている。上の表は，読

み進めるための観点と指導事項の関連を示した表である(表２)。  

どの学年でも「場面」と「登場人物」が含まれている。ここから，場面の様子や物語の骨子に

注目する読み進めるための観点「設定」と，登場人物の描かれ方に注目する「人物」については，ど

の学年でも取り扱うことが望ましいと言える。第３学年及び第４学年では，「情景など」と示さ

れており，また，第５学年及び第６学年では，「優れた叙述」と示されている。このことから，文

章の表現の工夫について注目する読み進めるための観点「技法」については，中学年から高学年

で取り扱うことが望ましい。そして，第５学年及び第６学年では，「自分の考えをまとめること」と

示されており，文章の内容から自分の考えを形成し，考えを広げ深める読み進めるための観点「主

題」を当てはめることができる。 

次に，指導事項の主な指導内容を取

り出し，読み進めるための観点の内容

を考えた。次の表は，主な指導内容と

読み進めるための観点の内容との関連

を示した表である(表３)。各学年の系

統性を考える上で，読み進めるための

観点「人物」を例に挙げる。第１学年

及び第２学年では「登場人物の行動」に

ついて読むことが示されている。文学

的文章の中で，中心的に関わる中心人

物や対人物のこと，さらに会話文とい

読み進めるための観点 

第１学年及び第２学年 

① 場面の様子 

② 登場人物の行動 

「設定」 

「人物」 
ウ 場面の様子①について，登場人

物の行動②を中心に想像を広げな

がら読むこと。 

第３学年及び第４学年 
① 場面の移り変わり 

② 登場人物の性格や気持ちの変化 

③ 情景など 

「設定」 

「人物」 

「技法」 

ウ 場面の移り変わり①に注意しな

がら，登場人物の性格や気持ちの

変化②，情景など③について，叙述

を基に想像して読むこと。 

第５学年及び第６学年 
① 場面についての描写 

② 登場人物の相互関係や心情 

③ 優れた叙述 

④ 自分の考え 

「設定」 

「人物」 

「技法」 

「主題」 

エ 登場人物の相互関係や心情②，

場面についての描写①をとらえ，

優れた叙述③について自分の考え④

をまとめること。 

学習指導要領解説国語編  「文学的文章の解釈に関する指導事項」  

学年 主な指導内容 読み進めるための観点 

１
・
２
年 

場面の様子 「設定」時・場面・地の文 

登場人物の行動 「人物」中心人物・対人物・会話文 

３
・
４
年 

場面の移り変わり 「設定」時・場面・視点・地の文 

登場人物の性格や

気持ちの変化 

「人物」性格・気持ち・気持ちの変化 

情景など 「技法」情景描写 

５
・
６
年 

登場人物の相互関

係や心情 

「人物」性格・気持ち・気持ちの変化・人間関係 

場面についての描

写 

「設定」時・場面・視点・地の文 

優れた描写 

  

「技法」比喩・擬人法・対比・くり返し・倒置法・ 

オノマトペ・文末表現・ダッシュ・伏線・ 

句読点・情景描写・色彩・難解語・方言・ 

慣用句 

自分の考え 「主題」題名・中心になる言葉・周辺の言葉・主題 

表３ 学習指導要領の指導事項と読み進めるための観点の内容 

〈研究の視点〉 

 ○ 読んだ文章から自分の考えの形成を図り，それらを広げ，深める力を育成する文学

的文章を「読むこと」に関する指導の在り方 

 ○ 教材研究や意見交流，間接指導，個別指導等の小規模校の課題を解決するため，小

規模校の利点を生かした学習指導の工夫 

表２ 学習指導要領の指導事項と読み進めるための観点の関連 
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う内容を当てはめる。この読み進めるための観点の内容で読み進めることによって，「登場人物

の行動」について考え，読むことができると考える。次に，第３学年及び第４学年では，「登場

人物の性格や気持ちの変化」と示されていることから，読み進めるための観点の内容を，性格，気

持ち，気持ちの変化に当てはめる。この読み進めるための観点の内容で読み進めることによっ

て，「登場人物の性格や気持ちの変化」について考え，読むことができる。さらに，第５学年及

び第６学年では，「登場人物の相互関係や心情」と示されていることから，読み進めるための観

点の内容を性格，気持ち，気持ちの変化，さらに人間関係に当てはめる。このことによって，「登

場人物の相互関係や心情」について考え，読むことができる。なお，国語科の指導内容は，系統

的・段階的に上の学年につながっていくとともに，螺旋的・反復的にくり返しながら学習し，能

力の定着を図ることを基本としているため，読み進めるための観点やその内容についても同様

に，その当該学年のみで取り扱うのではなく，子どもたちの実態に合わせて取り扱うことが望ま

しい。 

まず，「設定」では，時や場面，地の文

などの小項目を設け，文学的文章の骨子

を読み取ることができるようにした。次

に「人物」では，中心人物や対人物，人

物の性格や気持ちの変化などの小項目を

設け，登場人物の心情や人物同士の人間

関係に着目できるよう設定した。さらに

「技法」では，比喩や倒置法などの文章

表現の工夫や，色彩や句読点，難解語な

ど表現する際に意図的に使われている言

葉に着目し，作者の表現の巧みさや表現

の意図について考えられるよう設定し

た。最後に「主題」では，その作品の中

心となる言葉に注目して読んだり，作者

や関連する本に注目して並行読書をさせ

たりしながら，作品に込めたメッセージ

を読み取り，自分の考えを広げたり深め

たりする観点を設定した(表４)。 

    読み進めるための観点を活用した教材

研究の具体例として，第５学年「わらぐ

つの中の神様」を挙げる(表５)。この教

材は，大きく場面が３つに分かれてお

り，それぞれ現代・過去・現代と時が工

夫されている。そこで，観点「設定」の

「時」という内容に沿って読み，物語の

時間の流れについて着目させるようにす

る。また，第１・３場面では，中心人物

「マサエ」と「おばあちゃん」，第２場面では，「おみつさん」と「大工さん」の関わり合いから

物語が進行し，心情もよく表れていることから，観点「人物」の「人間関係」という内容に沿っ

て読み，それがよく読み取れる一文に着目し，登場人物の相互関係について考えさせる。そし

て，文章の中に多用されている方言や慣用句などの言葉について，または，現代から過去，現代

観点 内容 説明 

設定 時 いつ，いつからいつまで 

場面 「時」・「場」の変化による「場面」分け 

視点 「一人称視点」・「三人称視点」 

地の文 地の文の書かれ方 

人物 中心人物 中心人物について 

対人物 対人物について 

性格 人物の性格について 

会話文 人物の口調について 

気持ち 人物の気持ちについて 

気持ちの変化 人物の気持ちの揺れ動きや変化について 

人間関係 登場人物同士の人間関係，変化について 

技法 比喩 「直喩」・「暗喩」 

擬人法 人ではないものを人のように表現する表現技法 

対比 ２つ以上のものが並列に並べられ比べられている表現技法 

くり返し 同じ言葉をくり返し使う表現技法（リフレーン） 

伏線 物語の中に隠されている作者のしかけ 

オノマトペ 「擬音語」・「擬態語」 

文末表現 敬体・常体・話し言葉 

ダッシュ 「―」で表す表現技法 

倒置法 通常の語順を変更して表す表現技法 

句読点 「，」…読点「。」…句点 

情景描写 場面の様子を表す表現などが登場人物の心情を表す表現技法 

色彩 物語の中にある色や明るさを表す表現技法 

難解語 意味のつかみにくい難しい言葉を用い表現する技法 

慣用句 習慣として長く使われてきたひとまとまりの言葉や言い回し 

方言 ある一定の地域で使われる言葉 

主題 題名 題名を付けた作者の意図 

中心となる言葉 物語を通じて中心となる言葉 

周辺の言葉 中心となる言葉に付随する言葉や表現 

関連本 同一作者の作品や，同じテーマの作品 

作者 作者の生き方・考え方について 

主題 作者が一番読者に伝えたかったこと 

表４ 読み進めるための観点 一覧表 
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と時を工夫して物語の中に意図的に使われている伏線について考えさせる。これは，観点「技

法」の「方言」，「慣用句」，「伏線」という内容に着目し，その文章表現の巧みさに着目させるよ

うに読み進めさせる。最後に物語の象徴的な場面である「おみつさん」のわらぐつ作りや「大工

さん」の言葉に注目させ，心を込めて何かを成すことの大切さ，物の本当の価値といった作者が

読者に伝えたかったであろうメッセージを，子どもたちに考えさせる。ここでは，観点「主題」の

「中心となる言葉」や「主題」という内容を当てはめて，読み取ってきたことから自分の考えを

形成し，それらを広げ深めるように読み進めさせる。 

また，読み進めるための観点と合わせて発問例を作成した。このような発問を本文の叙述に即

して行うことで，学習が焦点化される。そして，子どもたちは，学習が焦点化されることで「人

のために何かを一生懸命することは大切である」というような自分の考えを形成することができ

る。このように読み進めるための観点を設定し，それに沿って読み進めさせることで，読み取る

こと，または考えることが明確になり，子どもたちが，自ら文章を読み進め，考えを広げたり深

めたりすることができるようになる。 
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く

ら
ん
で
、
ま
だ
い
く
ら
で
も
入
り
そ
う
で
す
。 

 

雪
が
し
ん
し
ん
と
ふ
っ
て
い
ま
す
。 

 

マ
サ
エ
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
こ
た
つ

に
当
た
り
な
が
ら
、
本
を
読
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

今
夜
は
、
お
父
さ
ん
は
と
ま
り
番
で
帰
っ
て
き
ま

せ
ん
。
お
ふ
ろ
好
き
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
「
こ
の

寒
い
の
に
―
。
」
と
、
み
ん
な
に
笑
わ
れ
な
が
ら
、

さ
っ
き
お
ふ
ろ
屋
さ
ん
へ
出
か
け
て
行
き
ま
し
た
。

あ
と
は
、
お
母
さ
ん
が
台
所
で
夕
ご
飯
の
後
か
た
づ

け
を
し
て
い
る
音
が
聞
こ
え
る
だ
け
で
、
辺
り
は
と

て
も
静
か
で
す
。 

着
目
さ
せ
た
い
語
句
・
表
現 

人
物 

対
人 

主
題 

中
心 

人
物 

対
人 

中
心 

 
 技

法 

慣
用 

方
言 

設
定 

時 視
点 

場
所 

人
物 

中
心 

技
法 

オ
ノ 

人
物 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
考
え
は 

→ 

わ
ら
ぐ
つ
に
は
神
様
が
い
る 

主
題 

「
神
様
が
い
る
」 

→ 

題
名
と
の
関
連 

人
物 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
考
え
は 

→ 

わ
ら
ぐ
つ
は
い
い 

 

マ
サ
エ
の
考
え
は 

→ 

わ
ら
ぐ
つ
は
古
い
・
い
や
だ 

 
 技

法 

「
口
を
出
す
」 

→ 

話
に
加
わ
る
・
横
や
り
を
入
れ
る 

「
み
っ
た
ぐ
な
い
」 

→ 

方
言
・
暖
か
い
雰
囲
気 

設
定 

い
つ
の
話
か 

→ 

現
代
・
雪
の
降
っ
て
い
る
夜 

誰
が
語
り
手
か 

→ 

第
三
者(

マ
サ
エ
側)

 

場
所
は
ど
こ
か 

→ 

寒
い
地
方
・
家
の
中 

人
物 

中
心
人
物
は
誰
か 

→ 

マ
サ
エ 

技
法 

「
し
ん
し
ん
と
」 

→ 

雪
の
降
る
様 

読
み
進
め
る
た
め
の
観
点
・
発
問
例  

表５ 読み進めるための観点を活用した「わらぐつの中の神様」教材分析表 一部抜粋 
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  (2) 小規模校の利点を生かした言語活動の具体化 

 次の表は，読み進めるための観点と関連させた言語活動を，小規模校で実施するよさや配慮事

項を考慮に入れながら，系統的に整理したものである(表６)。子どもたちの興味・関心に沿った

書く活動や，個々の時間を十分確保した発表会等の言語活動を読み進めるための観点を意識して

設定することで，課題を探究することのできる能力を身に付けることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表６ 小規模校で実施するよさや配慮事項を考慮し，読み進めるための観点と関連させた言語活動 一覧表 

「読むこと」 

指導事項 
観点 言語活動 言語活動の効果 小規模校で実施するよさ・配慮事項 

低ア・ウ 音読劇  教材文を音読劇で表現することで，時，場面

の把握につながり，役割を分けて音読すること

で，視点，地の文の理解を深める。 

 少人数であることを生かし，様々な役割を与え，多

角的に教材文を表現することが可能になる。また，一

人一人の練習の時間や発表の機会も与えやすい。 

低ア・ウ 紙芝居  紙芝居を作成し，表現することで，時の把握

につながり，特に場面の理解を深める。 
 紙芝居作成の際，細かい表現も根拠を問いやすく，

紙芝居作成と読みを連動させやすい。紙芝居の発表も

一人一人時間を確保しやすい。 

低ウ 

中ア・ウ 

人物 動作化  文章の叙述に合った形で動作を加えて表現す

ることで，中心人物，対人物，会話文の把握に

つながり，性格，気持ち，気持ちの変化，人間

関係の理解を深める。 

 少人数であることを生かし，様々な役割を与え，多

角的に教材文を表現することが可能になる。また，一

人一人の練習の時間や発表の機会も与えやすい。 

低ウ 

中ア・ウ 

ペ ー プ

サート 

 ペープサートを作成し，表現することで，中

心人物，対人物の把握につながり，性格，気持

ち，気持ちの変化，人間関係の理解を深める。 

 少人数であることを生かし，様々な役割を与え，多

角的に教材文を表現することが可能になる。また，一

人一人の練習の時間や発表の機会も与えやすい。 

低ウ 

中ウ 

吹き出し  登場人物の気持ちや会話を叙述から想像し，

吹き出しに書き込むことで，会話文の把握につ

ながり，性格，気持ち，気持ちの変化の理解を

深める。 

 吹き出しの表現の根拠を問いやすく，吹き出しの書

き込みと読みを連動させやすい。考えが画一化しやす

いため，想定したものを用意しておく必要がある。 

中ウ・オ 心情曲線  登場人物の心情を曲線にして表す学習を仕組

むことによって，気持ちの把握につながり，特

に気持ちの変化について理解を深める。 

 少人数で個別指導が行いやすい利点を生かして，曲

線で表した心情について，その根拠を問いやすく，個

人の読みを反映させた心情曲線を作成しやすい。 

中ウ・オ 

高エ・オ 

技法 表現集  作品の特徴的な表現をまとめることで，作品

の中に織り交ぜられている技法について理解を

深める。 

 少人数で個別指導が行いやすい利点を生かして，特

徴的な表現について個別の感想を取り入れやすく，そ

の表現の印象や効果について個人の考えを反映させや

すい。 

中オ・カ 

高イ・エ 

名文集  作品や関連図書の中の名文をまとめること

で，作品の中に織り交ぜられている技法につい

て理解を深める。 

 少人数で個別指導が行いやすい利点を生かして，名

文について個別の感想を取り入れやすく，その表現の

印象や効果について個人の考えを反映させやすい。 

中ウ 

高エ 

伏線探し  作品の中の伏線に着目し，それらを探す学習

を仕組むことで，文学的文章を読むことの楽し

さを味わわせる。 

 伏線を探す手段について個別の方法を講じるなど個

人の学力に応じやすい。また，個人の感想なども反映

させやすく，読むことの楽しさを味わわせやすい。 

中ウ 

高エ 

リライト  視点を変えてリライト作品を作ることで，作

品の中に織り交ぜられている技法について理解

を深める。 

 個人の興味や学力に応じて，リライト作品の場面や

表現などを工夫しやすい。また，その表現の印象や効

果について個人の考えを反映させやすい。 

中ウ 

高エ 

日記への

転用 

 作品の中で学習した技法について，自分の日

記などに意図的に転用させることで，表現力，

語彙力の育成を図る。 

 日常の見取りがしやすく，評価や助言を行いやす

い。賞賛を個別に行うことで学習意欲の向上につなが

りやすい。 

中オ 

高ア 

音読発表

会 

 作品のリズムを意識させ，音読発表会を行う

ことで，オノマトペの面白さに気付き，言葉の

リズムを感じさせる。 

 練習や発表の時間を確保しやすく，表現力の育成に

つなぎやすい。助言・指導も個人の学力等に配慮し行

いやすい。 

中オ 

高ア 

朗読発表

会 

 作品から考えた自分の思いを表現する朗読発

表会を行うことで，読み進めるための観点「人

物」の把握につながり，リズム，情景描写への

理解を深める。 

 練習や発表の時間を確保しやすく，表現力の育成に

つなぎやすい。表現の根拠を明確にさせやすく，助

言・指導も個人の学力等に配慮し行いやすい。 

高エ・オ 主題 討論会  物語を読んだ感想を交流させる。自分の考え

を明確にし，他の人との討論会を行うことで，自

分の考えを広げ深める。 

 個人の考えを表出させやすく，自分の感想を相手に

伝えやすい。同じ意見や感想になると討論が深まらな

い可能性があるため，子どもの考えと異なる感想を事

前に想定しておくことが効果的である。 

高エ・オ 作品論  作品について，自分の考えをまとめ，論にま

とめる学習を仕組むことによって，題名，中心

になる言葉，周辺の言葉の把握につながり，主

題について理解を深める。 

 少人数で個別指導が行いやすいという利点を生かし

て，自分の考えをまとめる際に，個人の思いや感想に

沿った形でまとめやすい。個人の興味や学力に応じた

指導が行いやすい。 

高エ・オ 作者論   作者について，自分の考えをまとめ，論にま

とめる学習を仕組むことによって，題名，中心

になる言葉，周辺の言葉の把握につながり，主

題について理解を深める。 

 少人数で個別指導が行いやすいという利点を生かし

て，自分の考えをまとめる際に，個人の思いや感想に

沿った形でまとめやすい。個人の興味や学力に応じた

指導が行いやすい。 

低カ 

中カ 

高カ 

  

並行読書  関連図書の並行読書を授業の中の活動と連動

させることで，授業で学習した力を実生活の読

書に生かす力を養う。 

 個人の並行読書の状況を把握しやすい。個別指導が

行いやすい利点から，子どもの興味・関心に沿った本

を提供しやすく，授業で学習した力をどのように生か

せばよいか，具体的に助言・指導が行いやすい。 

設定  
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このように，読み進めるための観点を意識し，言語活動を設定することで，課題を探究できる

能力を身に付けることができる。教材により，読み進めるための観点と指導事項を関連させるこ

とにより，指導がより効果的になると考える。 

    小規模校のメリットとして，学習面において，きめ細やかな指導が行いやすいことや，一人一

人の活動機会を確保しやすいことなどが挙げられる。これらは，個別指導や表現力の育成を図る

際に生かすことができる。例えば，第５学年及び第６学年の学習指導要領指導事項「Ｃ読むこと 

エ 文学的文章の解釈」について指導する際，言語活動としてリライトを位置付ける。リライト

は，視点を変えて作品を捉え直すことで，視点や人物の気持ち，教材文に使われている様々な表

現技法について理解を深めることができる。さらに，小規模校では，個別指導が容易であるとい

う利点を生かし，リライトした表現の根拠を丁寧に問い，自分の考えを表出させることができ

る。また，子どもたちの興味や学力に応じた表現の工夫から，個人の考えを反映させた作品の作

成ができる。 

  (3) 複式学級の特性を生かした授業の工夫 

    複式学級の特性として，異学年同時に学習を行うことや，ガイド学習を行うことによる自分で

学習を進める意識の向上などが挙げられる。また，教師が直接指導を行わない間接指導の時間が

あり，間接指導時には自分たちで見通しをもち，学習を進めていく能力や態度が必要になる。 

    この他にも，異学年交流が挙げられる。同じ授業時間に異学年が学習するため，異学年交流が

図りやすい。その特性を生かし，単元構想の段階で，初めに２学年が同時に単元の導入を行う。具

体的には，２学年共同教材を設定し，２学年同時に同じ文章で，観点に沿った読み方の学習を行

う。この学習では，観点に沿って読む学習の共通理解を図り，理解を深めると同時に，学習方法

の確認を行い，間接指導を含めた学習活動を円滑に進めていく。２学年同時に同内容を学習する

ことで，複式学級における２学年同時に学習を行う難しさを解消し，より詳しく個別に指導を行

うことができる。２学年共同学習に使用した文学的文章は，その後に学習する内容と合わせて設

定し，観点が明確なもの，なるべく平易なもので読む時間が少なくても学習できるものを選定す

る。また，単元の終末時には，それぞれの学年で学習してきたことを生かし，異学年交流を行う。内

容が異なる学習を行い，それぞれが学習してきた内容を交流させることで，同学年間ではできな

い意見交流を行うことができ，上学年の学習内容に興味をもったり，下学年の学習内容から既習

事項を復習することができたりする。 

  (4) 個別指導の工夫 

実態把握を行いやすい利点を生かし実

態把握シート(表７)を毎時間作成し，前

時までの姿，本時の予想，本時終了時の

目標とする姿を具体的に記述すること

で，個別指導や机間指導時に活用する。 

 個別の目標設定を行うことで，学習し

たことに関する見取りが明確に行えるこ

とと，個に応じた指導を行うことがで

き，指導や助言に生かすことができるよ

うになる。また，個別の学習課題を子ど

もたちの興味・関心に合わせ設定し，そ

の課題を解決させることで，学習意欲の

喚起につなげることができ，主体的な学

習になるよう工夫をすることができる。 

児童 前時までの姿 本時の予想 目標とする姿 

Ａ 

・ 【人物】気持ちを表す表現は，自

分で最後の表現を見つけることが

できた。変化は若干助言が必要

だった。 

・ 【技法】自分で見つけることがで

きた。 

・ 【主題】好き・大好きという表現

を行う。 

・ 自分の考えを表現することができ

た。 

・ 発表に対して，不安に思い，意欲

的になっていない。 

・ 【技法】オノマトペ・難解語に

ついてはある程度自分で見つける

ことができる。比喩・色彩につい

ては，難しいだろう。 

・ 作者独特の表現が多いことには

自分で気付けるだろう。 

・ 豊かな表現がもたらす効果につ

いて（想像を広げる）は気付くの

が難しいだろう。 

  

  

・ 【技法】オノマトペや難解語が

多い（ある）ことに自分で気付く

ことができる。 

・ 助言や発問にて，比喩・色彩に

特徴があることに気付くことがで

きる。 

・ 独特の表現が多いことに気付く

ことができる。 

・ 豊かな表現ということに気付く

ことができる。 

・ 豊かな表現が想像を広げること

を，友達との感じ方の違いから，

Ｂ 

・ 【人物】気持ちを表す表現を見つ

けることが難しかった。助言が必

要だった。 

・ 【技法】見つけることができた。

明確なものは自信をもって見つけ

ることができる。 

・ 【主題】放してあげる・放さない

という表現や，相手のことを考え

るという主題には，助言が必要

だった。 

・ 発表に対して，不安に思い，意欲

的になっていない。 

・ 【技法】難解語については，気

付くことができるだろう。（クラ

ムボン・イサドなど） 

・ オノマトペ・比喩・色彩を自分

で気付くことは難しいだろう。助

言や確認が必要である。 

・ 作者独特の表現が多いことは，

発表や発問にて気付くことができ

るだろう。 

・ 豊かな表現がもたらす効果につ

いて（想像を広げる）は気付くの

が難しいだろう。 

・ 【技法】難解語に自分で気付く

ことができる。 

・ オノマトペ・比喩・色彩には助

言や発問をもとに考え，気付くこ

とができる。 

・ 独特の表現が多いことに読み進

めたり，助言を受けたりして気付

くことができる。 

・ 豊かな表現が想像を広げること

を，友達との感じ方の違いや発問

などで気付くことができる。 

表７ 実態把握シート 第６学年の例 一部抜粋 
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  (5) 単元構想モデル 

    以上のようなことを踏まえ，以下のような単元構想モデルを作成した。単元構想モデルには，２

学年が同時に学習を行う単元の導入，それぞれの学年が読み進めるための観点に沿って読む学

習，自分の考えを形成しまとめる学習，２学年が共同で意見を交流する学習を取り入れることと

した。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ア 同時導入・同時終末を行う 

     同時導入を行うことで，２学年それぞれの読む課題意識を高めることができる。また，単元

の終末時に異学年や地域・保護者との交流学習を仕組むことで，多様な考えに触れ，考えを広

げたり深めたりできるようにした。 

   イ 読み進める観点に沿って，自分たちで読む 

     「しらべる」過程では，それぞれの学年の教材について，その特性と児童の実態に応じて，読

み進めるためのいくつかの観点を適切に設定し，それに沿って自分の力で読み進めさせる。複

式学級における，間接指導の学習が，より充実したものになると考えられる。 

   ウ 自分の考えをまとめる 

     「ふかめる」過程では，自分の考えを形成させるため，読み取ったことから考えをまとめさ

せる時間を設定する。ここでは，読み取ってきた観点に沿って課題の解決にあたらせるととも

に，自分の思いを他人に向けて発表する準備をさせる。 

過程 主な学習活動(第５学年) 主な学習活動(第６学年) 

つ
か
む
・
み
と
お
す 
 

し
ら
べ
る 

○ 本教材に入り，読み進める観点に沿って

自ら読み進め，考えを形成させる。 

○ 読み進めたことで考えた自分の考えを全

文プリントやノートに書かせる。 

○ 本教材に入り，読み進める観点に沿って

自ら読み進め，考えを形成させる。 

○ 読み進めたことで考えた自分の考えを全

文プリントやノートに書かせる。 

ふ
か
め
る 

○ 読み取って考えたことを書き表し，自分

の考えをまとめる。 

○ 第６学年との交流では，既習内容でない

ことを鑑み，教材文などを準備するなど配

慮し，感想を伝えることを意識させるよう

にする。 

○ 自分の思いをよりよく伝えられるか考え

る。 

○ 発表や意見の交流について，伝えるのに

効果的な方法や活動を考え，準備をする。 

○ 読み取って考えたことを書き表し，自分

の考えをまとめる。 

○ 第５学年との交流では，前年度の学習内

容であることから，アドバイスを中心に意

見交流を図るように意識させるようにす

る。 

○ 自分の思いをよりよく伝えられるか考え

る。 

○ 発表や意見の交流について，伝えるのに

効果的な方法や活動を考え，準備をする。 

ふ
り
か
え
る
・
い
か
す 

(２学年共通) 

〈同時終末〉 

○ それぞれの学年で学習してきたことや，まとめた自分の考えを交流させ，考えを広げた

り深めたりする。 

○ 発表する方法や内容を考えた計画に従い，発表や交流を行い，自分たちの考えを分かり

やすく伝える学習を行う。 

○ 発表の反省をし，自分たちが身に付けた学習する力の自覚を促し，学習の成就感を得

る。 

○ 自分たちの発表に足りなかったことを考え，反省を促すことで次時の学習への目標とし

て意識をさせる。 

(２学年共通) 

〈同時導入〉 

○ ２学年共同教材を用い，読み進めるための観点に沿って読む学習方法の共通理解を図

り，読み進めるための観点の理解を深めさせる。 

○ 学習活動のモデルを示し，単元の学習の見通しをもてるようにする。 

○ 単元を通して身に付ける力の意識を高めることで，これからの学習に目的をもって学習

できるようにする。 

○ ２学年がそれぞれの教材を用い，作品の特徴や読んだ印象などから読み進める観点を設

定する。 

 つかむ・みとおす 

 

・ ２学年共同教材での共

通学習 

・ 読み進めるための観点

の設定 

しらべる 

 

・ 本教材を観点に沿って

読む学習 

 ふかめる 

 

・ 読み取ったことを生か

し自分の考えをまとめる

学習 

 ふりかえる・いかす 

 

・ 考えを広げ深める学習 

・ 表現活動 

・ 交流学習 

・ 学習の反省 
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 ４ 検証授業Ⅰの実施と考察 

  (1) 検証授業Ⅰの概要 

    検証授業Ⅰでは，単元構想モデルを基に，２学年共同教材として，「あめ玉」を設定し，読み

進めるための観点に沿って読む学習について共通理解を図った。読み進めるための観点に沿って

読み，単元の終末において，第５学年は「のどがかわいた」を読み，自分の体験と重ね合わせて，感

想文に表す学習を行った。また，第６学年は「カレーライス」を読み，リライト作品として表す

ことで，作品を捉え直すという学習を行った。そして，それぞれ書いた感想文とリライト作品を

読み合い，感想を交流するという異学年交流を行った。 

  (2) 検証授業Ⅰの指導計画(全５時間 ○は時数) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感想文のモデル提示 リライト作品のモデル提示 

 物語を自分で読み解き，友達との

関わり合いを考えた感想を書こう。 

 物語を自分で読み解き，「カレー

ライス」のリライト作品を作ろう。 

過程 主な学習活動と指導上の留意点(第５学年) 主な学習活動と指導上の留意点(第６学年) 

つ
か
む
・
み
と
お
す
① 

(第５・６学年共通) 

１ 「あめ玉」を読み，物語を読む楽しさについて考える。 

 ○ 観点に沿って読むことの意義や効果を知らせる。 

 ○ 学習したことを生かす言語活動を仕組み，見通しをもたせることで，子どもの意欲

を喚起し，主体的な学習へ導く。 

  

  

  

  

  

し
ら
べ
る
② 

２ 「のどがかわいた」の登場人物の性格 

と関わり合いを読む。 

  読み進めるための観点「設定」 

   ・ 時の設定 

 ・ 場面の設定 

  読み進めるための観点「人物」 

   ・ 人物の性格について 

 ・ 人物同士の人間関係について 

  読み進めるための観点「技法」 

   ・ 比喩の効果 

 ・ 効果的な句読点の使われ方 

２ 「カレーライス」の登場人物の心情の 

揺れ動きを読む。 

 読み進めるための観点「設定」 

  ・ 時の設定 

 ・ 場面の設定 

  読み進めるための観点「人物」 

   ・ 人物の気持ちについて 

   ・ 人物の気持ちの変化について 

  読み進めるための観点「技法」 

   ・ 文末表現の効果 

 ・ 比喩の効果 

ふ
か
め
る
① 

３ 友達との関わり合いを考えた感想を書 

く。 

 ○ 「のどがかわいた」を読んで考えた 

人物の関わり合いを確認させる。 

 ○ 定型文に合わせて，友達との関わり 

合いを考えた感想を書かせる。 

３ 視点を変えたリライト作品を作る。 

 ○ 「ひろし」の視点で読み取った気持 

ちの変化を確認させる。 

 ○ 場面や必ず使う表現を確認し，「お

父さん」の視点で書くリライト作品を

作らせる。 

ふ
り
か
え
る
・
い
か
す
① 

(第５・６学年共通) 

４ 感想文やリライト作品を読み合い，意見や感想の交流を行う。 

 ○ 観点に沿った主体的な読みの振り返りをさせる。 

 ○ 物語を読んで学習してきたことを生かした言語活動の振り返りをさせる。 

 ○ 様々なジャンルや類似した本を紹介し，これからの読書生活に意欲をもたせる。 
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  (3) 検証授業Ⅰの実際 

   ア ２学年共同教材による観点に沿って読む学習の共通理解を図る学習(第１時) 

     第１時に，「あめ玉」を用い，観点に沿って読むことの意義や効果について実感させる学習

を行った。具体的には，プリントにサイドラインや囲み線，自分の意見などを書き込ませて，観

点に沿って読み取ったことについて考えさせる学習を行った。「あめ玉」は時や場面といった

物語の設定が読み取りやすく，子どもたちは指示通り時と場面をプリントに書き込むことがで

きた。指導者にとっても，２学年で同じ教材で学習を行っていることにより，全体指導や，個

別指導にも時間を割きやすく，直接指導の時間を確保することができた。  

【２学年共同教材「あめ玉」を用いた，観点に沿って読む学習 □囲みは子どもの考え】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちは，観点「人物」の「中心人物」という内容に着目し，さむらいの様子につ

いて「ひげを生やした強そうなさむらい」，「刀でぱちんと二つにわりました」という文章

にサイドラインを引いている。そこから，「あめ玉を二つにわってくれたから」という根

拠を探し，さむらいは「やさしい」と考えている。また，「黒いひげ」，「強そうな」と読

み取っていることと合わせて考えて，さむらいは「実はやさしい」，さむらいの行動が「意

外」と考えている。このように，２学年が同時導入で同じ教材を用い，観点に沿って読む

学習を確認することで，自ら文章を読み進めることができる。さらに，子どもたちが自分

たちで学習を進めることになる間接指導時の学習活動においても，よりスムーズに学習が

展開され，叙述に沿って読み，自らの考えを広げ深める学習が展開されるようになる。 

観点「人物」に着目して書き込んだサイドライン 文章を読んで考えた子どもの考え 
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   イ 読み進めるための観点に沿って，自分たちで読む学習(第２・３時) 

     間接指導時には，全文プリントとノートによる読み取りや書き込みを行った。読み進めるた

めの観点の提示により，文章中のどのような表現に着目して読むのか課題意識が明確になるよ

うに工夫した。子どもたちは，課題解決に向けてより主体的に取り組むようになった。その

間，指導者は他学年の直接指導や，個別指導を行うことができた。間接指導で教材文を叙述に

基づいて丁寧に読解し，自分なりの考えをもたせることができた結果，直接指導がスムーズに

進み，より深い理解を得ることができた。 

【観点に沿って読む学習 第６学年  囲みは考えの根拠 □囲みは子どもの考え】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ウ 読み取ったことを基に自分の考えをまとめる学習(第４時) 

     観点に沿って読み進めて，自分の考えを形成したところで，第４時では，自分の考えをまと

めさせる学習を行った。第６学年は，リライト作品の場面を限定し，登場人物である「お父さ

ん」の気持ちが最も揺れ動いたと思われる場面のリライト作品作成に取り組ませた。 

観点「技法」に着目して書き込んだサイドライン 文章を読んで考えた子どもの考え 

子どもたちは，観点「技法」の「比喩」という内容に着目し，カレーライスの描写に表

れている人物の気持ちを読み取った。まず，カレーライスの描写について「あまったるく

てしかたない」，「あまったるさは変わらない」などの否定的に捉えているところと，「か

おりがぷうんとただよう」，「ぴりっとからくて，ほんのりあまかった」などの肯定的に捉

えている文章にサイドラインを引いている。次に，文章中に「ひろし」と「お父さん」の

けんかの様子が書かれていることと，けんかをしているときのカレーライスの描写が否定

的に書かれていることを根拠に，「ぴりっとからい」は，「けんか」のことを表していると

考えている。そして，「お父さん」の機嫌や，「ひろし」の会話文での様子を根拠に，「ほ

んのりあまい」は，「いっしょに作って仲直り」したからだと考えている。 
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【リライト作品を書く学習 第６学年 □囲みは子どもの考え ○囲みはテーマに言及しているもの】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (4) 検証授業Ⅰの成果と課題 

   ア 成果 

・ 観点に沿って，自ら読み進めることで，自分の考えや思いをもち，読み取ったことを生

かした表現を行うことができた。 

・ 読み進めるための観点を提示し，観点に沿った読み方をすることにより，自分で読み進

める子どもの姿が見られるようになり，間接指導時の子どもたちの学習も充実した。 

   イ 課題 

・ 意見交流において，表面的な感想の交流になってしまい，様々な意見を活発に交流させ

ることができず，その結果，多様な考えに触れ，考えを広げ，深める学習になりにくかった。 

「
お
ま
え
、
も
う
『
中
辛
』
な
の
か
。
」 

意
外
そ
う
に
、
半
信
半
疑
で
き
い
て
く
る
。 

 

あ
あ
、
も
う
、
こ
れ
だ
よ
。
お
父
さ
ん
っ
て
、
な
あ
ん
に
も
分
か
っ

て
な
い
ん
だ
か
ら
。 

 

あ
き
れ
た
。
う
ん
ざ
り
し
た
。 

 

で
も
、 

「
そ
う
か
あ
、
ひ
ろ
し
も
『
中
辛
』
な
の
か
あ
、
そ
う
か
そ
う
か
。」 

と
、
う
れ
し
そ
う
に
何
度
も
う
な
ず
く
お
父
さ
ん
を
見
て
い
る
と
、

な
ん
だ
か
こ
っ
ち
ま
で
う
れ
し
く
な
っ
て
き
た
。 

「ひろし」の視点で書かれている「カレーライス」を，「お

父さん」の視点で捉え直し，リライト作品を作成した。子ども

たちは，「お父さん」の気持ちを想像して，「お父さん」の視点

でカレーライスの最後の場面のリライト作品を作成すること

ができた。例えば，「半信半疑」という表現を「信じられなか

った」と表現している。また，作品を通じて描かれている「成

長」というテーマに関しても「お父さん」のうれしかった気持

ちの理由として想像して表現できている。これは，叙述に即し

て読み取り，人物の気持ちを想像することができたからだと言

える。 

第６学年の子どものリライト作品 

「カレーライス」  重松清作 

一部抜粋 

第６学年の子どもの感想 
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５ 検証授業Ⅱの実施と考察 

  (1) 検証授業Ⅱの概要 

検証授業Ⅱでは，単元構想モデルを基に，２学年共同教材として，「あいしているから」を設

定し，読み進めるための観点に沿って読む学習について共通理解を図った。検証授業Ⅱでは，検

証授業Ⅰの課題を基に，意見交流の在り方に重点を絞って行った。具体的には，保護者や地域と

の連携が図りやすいという利点を生かし，保護者や地域の方に向けて，学習した内容を説明する

という活動を設定した。子どもたちには，自分たちが学習したことを保護者や地域の方に分かり

やすく教えるという課題意識をもたせ，学習を進めた。その際，読み進めるための観点に沿って

読んだ学習の成果を生かせるように，自分が一番伝えたい(教えたい)内容を観点に沿って整理さ

せ，それぞれの興味・関心に合った内容を発表できるように設定した。これは，小規模校の利点

である，個別指導が行いやすいという利点を生かしたものであり，それぞれの子どもの興味・関

心に合った学習は，学習意欲を喚起し，主体的な学習につながると考える。 

  (2) 検証授業Ⅱの指導計画(全８時間 ○は時数) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表のモデル提示 発表のモデル提示 

 物語を自分で読み解き，「大造じ

いさんとガン」の発表会をしよう。 

 物語を自分で読み解き，宮沢賢治

について発表会をしよう。 

過程 主な学習活動と指導上の留意点(第５学年) 主な学習活動と指導上の留意点(第６学年) 

つ 

か 

む 

・ 

み 

と 

お 

す 

① 

(第５・６学年共通) 

１ 「あいしているから」を読み，物語を読む楽しさについて考える。 

 ○ 読み進めるための観点についての理解を深め，自分で読み進めることができるように学習方

法を確認する。 

 ○ 学習したことを生かす言語活動を仕組み，見通しをもたせることで，子どもの意欲を喚起

し，主体的な学習へ導く。 

  

  

  

  

し 
ら 

べ 

る 

④ 

２ 「大造じいさんとガン」の大造じいさんの

残雪に対する思いや，心情の変化を読む。 

 

   読む観点【人物】 

    ・ 大造じいさん，残雪の性格 

    ・ 残雪に対する思い 

   読む観点【技法】 

    ・ 情景描写 

   読む観点【主題】 

    ・ クライマックス場面 

   ・ 大造じいさんの言葉掛け 

２ 「やまなし」の表現の工夫や特徴を読み，

宮沢賢治の生き方・考え方について自分の考

えを深める。 

   読む観点【技法】 

    ・ オノマトペ・難解語 

    ・ 色彩表現・比喩表現 

    ・ 場面の対比 

   読む観点【主題】 

    ・ 宮沢賢治作品 

    ・ 資料「イーハトーヴの夢」 

    ・ 題名 

ふ 

か 

め 

る 

② 

３ 「大造じいさんとガン」を読んで考えたこ

とをまとめ，発表方法を考える。 

 ○ 「大造じいさんとガン」を読んで印象に

残った場面をまとめさせる。 

   自分の考えをまとめる際は，観点の設定

を子どもたちの興味・関心に沿って行う。 

 ○ 自分の思いをよりよく伝えられるか考

え，発表方法を考えさせる。 

 ○ 必要に応じて，発表資料等も準備させる。 

３ 「やまなし」を読んで考えたことや宮沢賢

治について考えたことをまとめ，発表方法を

考える。 

  ○ 「やまなし」に込められた作者の思い

や，自分が感じたことをまとめさせる。 

   自分の考えをまとめる際は，観点の設定

を子どもたちの興味・関心に沿って行う。 

○ 自分の思いをよりよく伝えられるか考

え，発表方法を考えさせる。 

 ○ 必要に応じて，発表資料等も準備させる。 

ふ 

り 

か 

え 

る 

・ 

い 

か 

す 

① 

(第５・６学年共通) 

４ 各学年で，保護者や地域の方に向けた発表会を行い，自分の学習を分かりやすく伝える。 

 ○ 自分たちが学習したことを，参観者に授業をする形で伝える。 

 ○ ただの発表会とならないように，参観者用に教材文や教材分析表を準備し，子どもたちの発

表に様々な意見を出していただけるよう準備をしておく。 

 ○ 発表後に，参観者から感想をいただき，学習の成就感を味わえるようにする。 
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  (3) 検証授業Ⅱの実際 

   ア 読み進めるための観点に沿って読み，自分の考えを形成する学習 

    (ｱ) 読み進めるための観点に沿って，自分で読む学習(第２時から第５時) 

      検証授業Ⅰと同様，観点に沿って読み，プリントにサイドラインや書き込みを行う学

習，ノートに自分の考えを書いていくという学習を第２時から第５時まで行った。検証授業

Ⅱでは，検証授業Ⅰよりも読み進めるための観点をより詳細に提示し，読み取り考えること

が焦点化されるように工夫した。 

    (ｲ) 自分の考えを観点に沿ってまとめる学習(第６時) 

      観点に沿って読み進めて，自分の考えを形成したところで，第６時では，自分の考えをま

とめさせる学習を行った。ここでは，今まで学習してきたことを生かし，読み進めるための

観点に沿って自分の考えをまとめる学習を行った。その際，観点の設定は，子どもたちの興

味・関心を重視し，まとめたい観点で，自分の考えをまとめていいことを告げ，学習に対す

る意欲が高まるようにした。 

【観点に沿って読む学習 第６学年  囲みは考えの根拠 □囲みは子どもの考え】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料「イーハトーヴの夢」を

読み，宮沢賢治が表現を工夫

している理由について考え

た。観点「主題」の「作者」と

いう内容に沿って，作者の生

き方や考え方に着目して読ん

だ。本文中から，「工夫するこ

とに喜び」を見つけることや

人間らしく生きるだけではな

く，「人間も動物も心を通わせ

る」世界が賢治の理想であっ

たと読み取っている。 

 観点「技法」の「対比」と

いう内容に着目して読み進め

た。「春」と「冬」，「とがって

いる」と「丸い」と「かわせ

み」と「やまなし」が対比さ

れて書かれていることに気付

いている。さらに，かにの子

どもたちがどのような感情を

抱いたのか考えて，「こわかっ

た」かわせみと「おいしそう

だった」やまなしという関係

を読み取っている。 
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【自分の考えを観点に沿ってまとめる学習 第６学年  囲みは考えの根拠 □囲みは子どもの考え】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「やまなし」を読み，「技法」という観点で自分の考えをまとめた。宮沢賢治の他の作

品を読み，「色」が多用されていることに気付き，作品の共通点に気付くことができてい

る。表現の共通点と，資料「イーハトーヴの夢」で学習したことと併せて考えて，表現

を工夫したのは「宮沢賢治のやさしさを育ててもらいたいという気持ち」があったから

だと考えている。 

「やまなし」を読み，「主題」という観点で自分の考えをまとめた。かわせみが魚を殺

すという出来事を，妹の不自然な死と重ね合わせ，やまなしが落ちてくるという出来事

を，命を全うする自然な死と重ね合わせて考えている。賢治の考え方や生き方と併せて

考えて，不自然な死より自然の死の方がよいと考えて，題名を「やまなし」としたので

はないかと考えている。 
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【読み進めるための観点に沿って読む学習 第５学年  囲みは考えの根拠 □囲みは子どもの考え】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点「人物」の「気持ち

の変化」という内容に着目

して読んだ。順を追って大

造じいさんの気持ちを「い

まいましい」，「感嘆」，「晴

れ晴れ」と読んでいる。そ

して「ガンの英雄」や「え

らぶつ」という残雪に対す

る呼び方に着目し，仲間を

助ける姿に心を強く打たれ

たから気持ちが変化したと

考えている。 

観点「技法」の「情景描

写」という内容に沿って読

み，気持ちをどのように表

しているか考えた。例え

ば，「あかつきの光」という

表現から，大造じいさんの

「うまくいく」という気持

ちが込められていると読み

取り，さらに「期待」とい

う言葉で，気持ちを情景描

写から想像している。 

観点「主題」に沿って読

み，作者の伝えたかったこ

とについて考えた。作品の

中心として，残雪の姿と大

造じいさんの言葉に着目

し，どのように感じ取った

か考えた。残雪の姿では「頭

領としてのいげん」という

表現から，「いげん」という

言葉を，大造じいさんの言

葉からは「堂々とたたかお

う」という表現から，「相手

を認める」といった言葉を

書き，それらが作者の伝え

たかったことではないかと

考えている。 
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【自分の考えを観点に沿ってまとめる学習 第５学年  囲みは考えの根拠 □囲みは子どもの考え】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「大造じいさんとガン」

を読み，「人物」という観点

で自分の考えをまとめた。

最初「いまいましく」思っ

ていたのが，「晴れ晴れ」と

した気持ちになったのは残

雪の仲間を助ける姿に強く

心を打たれたからだと考え

ている。「人物の気持ちがく

わしく分かった」と実感し

ている。 

「大造じいさんとガン」

を読んで，「技法」という観

点で自分の考えをまとめ

た。「真っ赤に燃えて」とい

う言葉が，大造じいさんの

「気合い」を表していると

考えている。また，風景が

人物の気持ちを表すことの

効果について知り「すごい

な」という感想をもってい

る。 

「大造じいさんとガン」を読んで，「主題」という観点で自分の考えをまとめた。「ガ

ンの英雄」や「えらぶつ」という言葉から，「相手を認める」ということが作者の伝えた

かったことであると考え，それを自分のスポーツでの体験と照らし合わせて，「すごい」と

いう感想をもっている。文章を読んで考えたことを自分の生活と関連させて感想を書い

ており，文章を読んで自分の考えをもつことができていると言える。 
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   イ 保護者や地域の方に向けて，学習した内容を説明する学習 

    (ｱ) 発表モデルを提示し，学習の見通しをもたせる学習(第１時) 

      第１時に，「あいしているか

ら」を用い，観点に沿って読

むことの確認，学習方法の理

解を図る学習を行った。これ

は，検証授業Ⅰと同様にこれ

からの間接指導を含む学習に

見通しをもたせることができ

た。 

また，第１時では，自分た

ちの学習した内容を発表する

意見交流の場における学習の見通しをもたせるために，教材「あいしているから」を用いた

発表モデル(図９)の提示を行った。発表モデルは，第１時の教師が行った授業の中心発問を

明記したもので，第１時の授業を自分たちの発表のモデルとして意識できるように配慮した。 

    (ｲ) 発表の準備や練習を行う学習(第７時) 

      それぞれの教材を読むことで形成した自分の考えを保護者や地域の方に伝えるため，どの

ような内容や方法にすればよいか，学年ごとに話し合い，発表プランを作成する学習を行っ

た。その際，前時に自分たちでまとめた考えを基に，何を伝えたいか，どのように伝えれば

より分かりやすく伝わるかといった課題意識をもたせることで，様々な人に自分の考えを分

かりやすく伝えるといった，実生活で生きて働く能力の育成を図った。 

【発表プランを考える学習 第６学年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教えたいこと①       ①を考えてもらうための質問       ①を分かってもらうための説明 

 

 

 
 

教えたいこと②       ②を考えてもらうための質問       ①を分かってもらうための説明 

 

 

 
 

教えたいこと③       ③を考えてもらうための質問       ①を分かってもらうための説明 

 

観点【 人物 】 

 モールくんの気持ちの変化 

観点【 技法 】 

 「あいしている」という言

葉のくり返し 

観点【 主題 】 

 「あいしている」という言

葉の意味のちがい 

１ モールくんの気持ちが分か

る文はどこですか。 

２ どのように気持ちが変わっ

ていますか。 

１ くり返し出てくる言葉は何                                                 

ですか。 

２ なぜくり返されているので

しょう。 

１ 二つの「あいしている」は

同じ意味ですか。 

２ どのようにちがいますか。 

３ なぜ題名にもなっているの

でしょうか。 

 モールくんは，「ぼくのペット」と思い，はなしたく

ないと思いました。その後，おじいちゃんと丘に行く

ことで，小鳥の気持ちが分かりはなしてあげました。

なみだは流れたけれど，温かい気持ちになりました。 

 「あいしている」という言葉がくり返し出てきます。

くり返されているということは，作者がこの言葉がと

ても大事だと思っていることだと思います。 

 一つ目の「あいしている」は，自分勝手な思いで，二

つ目の「あいしている」は，小鳥のことを思いやった

言葉だからです。題名になっていることから，作者が

読者に伝えたかったのは，相手を思いやることの大切

さだと思います。 

読み進めるための観点(技法)でまとめた子どもの考え 

宮沢賢治が表現を工夫したのは，人間も動物も植物も，互いに心が通い合うような世

界が賢治の夢であり，そのために人々にやさしさを育ててもらいたいと考えていたから

ではないか。 

読み進めるための観点(主題)でまとめた子どもの考え 

不自然な死より自然な死の方がいいと作者が考えているため題名を「やまなし」とし

たのではないか。 

図９ 発表モデル ２学年共同教材「あいしているから」 
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【発表プランを考える学習 第５学年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読み進めるための観点(人物)でまとめた子どもの考え 

残雪が仲間を助ける姿を見て，大造じいさんは気持ちが大きく変わったのではないか。 

読み進めるための観点(主題)でまとめた子どもの考え 

作品を通して作者は，相手を認めることの大切さを伝えたかったのではないか。 

読み進めるための観点(技法)でまとめた子どもの考え 

「真っ赤に燃えて」という情景描写には，気合いが込められているのではないか。 

６年生の２人の子どもは，それぞれ「技法」・「主題」という観点に沿って読んで考え，ま

とめた自分の考えを基に，参観者に教えたいことを「賢治が表現を工夫した理由」と「題

名を『やまなし』とした理由」として自分の考えを分かりやすく発表しようと発表プラ

ンを作成した。 

具体的には，観点「技法」についてまとめた子どもは，参観者に本文中から，「色」や

「オノマトペ」を探してもらい，資料「イーハトーヴの夢」から賢治の理想とする世界

がどのような世界であるかを考えてもらうことで，自分の考えを伝えようと計画を立て

た。観点「主題」についてまとめた子どもは，「五月」と「十二月」に起きた出来事に

着目させ，資料「イーハトーヴの夢」から賢治の考える死について 

考えてもらうことで，自分の考えを伝えようと計画を立てた。 

発表の順番や質問内容等も２人で話し合い，より分かりやすく伝 

えることができるように意欲的に学習に取り組んでいた。 

観点「人物」でまとめた子どもは，大造じいさんの気持ちが大きく変わった理由を伝

えるため，最初と最後の大造じいさんの気持ちを本文中から探してもらい，「仲間を助け

る残雪の姿」を見ることによって気持ちが大きく変わったと発表しようと考えた。 

観点「技法」でまとめた子どもは，本文中の情景描写に着目させ，「真っ赤に燃えて」と

いう表現に，大造じいさんの「気合い」が込められていることを発表しようと考えた。 

観点「主題」でまとめた子どもは，最後の大造じいさんの言葉に着目させ，「ガンの英

雄」や「えらぶつ」などの言葉から感じる印象を基に，「相手を認める」ということを作

者は伝えたかったのではないかということを発表しようと考えた。 
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    (ｳ) 自分たちが作成した発表プランを基に，自分たちの考えを発表する学習(第８時) 

      第８時に，保護者や地域の方を対象に発表する場を設けた。子どもたちが学習内容につい

て質問を投げかけ，参観者は子どもたちの質問に応えながらお互いの考えを交流させるよう

にし，様々な考えに触れることができるようにした。この学習では，自分で文章を読んで考

えたことを付加する意見や，自分の考えとは異なる意見などが参観者から出された。他者の

感じ方の違いに気付くことが難しい小規模校の学習指導において，自分の考えを広げたり深

めたりすることに効果的であったと考える。 

【読み進めるための観点「技法」について発表した子どもと参観者 第６学年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちの質問 参観者の行動，発言 

○ ６年生は，「やまなし」について学習しま

した。では，めあてを読みましょう。 

○ 「やまなし」とはどういう意味だろう。 

○ では，一度「やまなし」を黙読してくださ

い。 

  

 

 

・参観者「やまなし」を黙読 

○ 質問に移ります。 

○ どこに色やオノマトペがありますか。本文

中から探してください。 

○ オノマトペとは，この「つぶつぶ」や「か

ぷかぷ」のことです。このように音や様子を

表す言葉です。 

○ 色もたくさん出てきます。どこにあるで

しょうか。見つけたら教えてください。 

 

○ 合っています。他にありませんか。 

 

○ 合っています。 

 

○ 合っています。オノマトペを見つけた人は

いませんか。 

○ 合っています。このように「やまなし」に

は色やオノマトペがたくさん出てきます。 

 

 

○ オノマトペとは何か 

 

 

 

 

 

○ 青白い 

 

 

○ 日光の黄金 

 

○ 黄金の光 

 

 

○ ぽつぽつ 

子どもたちの行動 

 

 

・めあてを読む。 

 

・「色」「オノマト

ペ」を板書する。 

・「つ ぶ つ ぶ」と

「かぷかぷ」を板

書する。 

 

 

○「白・黒・青」を

板書する。 

上の表，写真は第６学年の子どもたちが読み進 

めるための観点「技法」について発表した発言と 

板書の流れを示したものである。子どもたちは， 

参観者の発言に合わせ，板書資料を提示したり， 

自分の考えを発表する際に補助的に板書資料を使 

用したりしながら，自分たちの考えが分かりやす 

く参観者に伝わるように発表を行った。 
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【読み進めるための観点「技法」について発表した子どもと参観者 第５学年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (4) 検証授業Ⅱの成果と課題 

   ア 成果 

・ 発表モデルや発表プランを作成することで，自分たちの伝えたいことが明確になり，発

表への意欲を高めることができた。 

・ 難解な文章を読ませる際に，絵本や関連する本などを自由に読ませ，考えを交流させる

ことで，抵抗が少なくなり，学習意欲を喚起することができた。 

・ 読み進めるための観点に沿って読む学習に慣れてきた結果，文章全体から注目すべき表

現や言葉に着目できる子どもの姿が見られるようになり，読んだことから考えを形成した

り，考えを広げ深めようとしたりする力の育成が図られた。 

子どもの質問 参観者の行動，発言 

○ 風景が気持ちを表しているところがあります。探し

てみてください。 

○ 例えば，「秋の日が美しく輝いていました。」で

す。わくわくしている気持ちです。 

 

 

○ どんな気持ちが表れていますか。 

  

  

 

  

○ それは，どんな気持ちですか。 

 

  

○ ぼくもそう思います。 

  

 

・情景描写を探す。 

 

○ 「東の空が真っ赤に燃えて朝が来ました。」 

 

 

○ 今から戦闘開始とあるので，これからやるぞという気持ち

を朝の光に例えていると思います。 

○ 「らんまんとさいたスモモの花が，その羽に触れて雪のよ

うにはらはらと散りました。」のところだと思います。 

  

○ 最初，忌々しく思っていた残雪を認めて，「すごいな」と

思った気持ちがここに表れていると思いました。 

上の表は，実際に参観者と子どもの発言の一部を一覧にしたものである。この子ども

は，「大造じいさんとガン」の文章中に出てくる情景描写について発表を行った。「真っ

赤に燃えて朝が来ました。」という文章に，大造じいさんの気合いが込められていると

いうことを発表しようと発表プランを作成した。そこで，文章中のどこに風景が人物の

気持ちを表しているか質問し，参観者に答えてもらった。参観者の意見から，「これか

らやるぞという気持ちを朝の光に例えている」といった子どもが考えたことを付加する

意見や，自分が発表しようとしていた情景描写とは異なった「スモモの花が，その羽に

触れて雪のようにはらはらと散りました。」という表現について発表する参観者もお

り，自分の考えをより広げることができた。 

多様な意見に触れる機会が少ない小規模校における学習の状況を踏まえると，この学

習において，子どもが様々な意見に触れ，その意見を取り入れることで，文章を読み取っ

て考えたことから，意見交流を図り，さらに考えを広げたり，深めたりすることができ

たのではないかと考える。 

発表しようとしたこととは異なる

箇所の情景描写 

発表しようとした情景描写 

想定していた物とは異なる考え 

自分の考えを付加する考え 
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・ 保護者や地域の方への発表を意識させることで，学習する目的が明確になり，文学的文

章を読む意欲を高めることができた。 

・ 子どもたちへ実施した検証授業Ⅱ後のア

ンケート(表８)において，「授業を受けて

学習する力が身に付いたと思うか」と意識

調査を行うと，５人中４人が「思う」，残

りの１人が「少し思う」と回答している。こ

こから，自分自身の力の伸びを実感してい

ることが分かった。子どもたちの具体的な

内容を見てみると，「情景描写を見つける

力」や「主題を見つける力」といった回答が見られ，読み進めるための観点に沿って読む力

の伸びを自覚していたり，「発表する力」や，「考える力」といった日常生活に生きて働く力

の伸びを自覚したりすることができている。ここから，文学的文章を観点に沿って読む学習

が，読む力の高まりを実感することに効果的であったことや，様々な人に自分の考えを分か

りやすく伝えようとする言語活動が，読む力だけではなく，日常生活の中で必要な力の伸び

を実感することに効果的であったと考える。 

   イ 課題 

・ 読み進めるための観点の設定において，読み取る文章が多すぎたり，難しすぎたりして

子どもたちの実態に即していないと，学習への意欲が低下し，活動が停滞してしまうことが

あった。 

   ウ 参観者のアンケートから 

     検証授業後に参観者を対象にア

ンケート調査を行った。表９はア

ンケートの集計結果をまとめたも

のである。 

子どもたちの発表について，分                             

かりやすかったと回答する参観者

は，８人であった。若干分かりに

くかったと回答する参観者は１人

だった。 

     感想や意見の中には，子どもた

ちの姿に対する肯定的な感想が多

く見られた。「子どもたちが生き生

きとしていた。」など，意欲的に学

習に取り組む子どもたちの姿を評

価していただけた。また，参観者

の学習に対する意識も見られた。 

授業への意見や気付いた点につ

いては，もっと時間を確保した方

がよいという意見や，分かりやす

い板書の工夫や，発表態度等，子

どもたちの発表に関する意見が寄

せられた。 

授業を受けて，学習する力が身に付いたと思いますか。 

思う 少し思う 少し思わない 思わない 

４ １ ０ ０ 

 思う・少し思うと答えた人は，どんな力が身に付いたと

思いますか。 

発表する力 考える力 情景描写を見つける力  

主題を見つける力 いろいろ知った 

子どもたちの発表が分かりやすかったか。 

とても分かりやすかった。 分かりやすかった。 若干分かりにくかった。 

０人 ８人 １人 

授業に参加した感想 

○ これまで(自分が生徒の立場で)受けた国語の授業の中で，物語の内容を理解するには，新鮮な

授業形態だった。 

○ 親も勉強なので，また，このような授業を受けたい。 

○ 子どもたちが，自分なりの視点でよくまとめていた。質問形式の発表は，子どもたちにとって

は，先生役になれてうれしかったと思う。 

○ 生徒になるのは何十年ぶりだったので，大変だった。 

○ 今までにない授業の形で良かった。 

○ 子どもたちが生き生きしていて楽しく授業している姿が良かった。 

○ 分かりやすく子どもたちもハキハキと上手く言えて良かった。 

○ 子どもたちの様子から，みんなの前に立ち，発問したりまとめたり，とても良い体験や学習の

機会だったと思う。 

授業への意見・気付いたこと 

▲ 子どもたちは発表の緊張で，戸惑ってしまうと思う。今回を機にディベートや発表する機会を

増やしていただきたい。特に小規模校なので，人前に立つ，自分の意見を発表する機会を増やし

て自信につなげられればいいと思う。 

▲ 真っ白な紙に，真っ白な画用紙だったので，色などをもっと工夫したらよかったと思った。字

も小さかった。発言するのではなく，人に見せるということが大切だと思った。黒板にもっと引

き付ける工夫がほしかった。 

▲ 難しくて，一回も発言できなかった。 

▲ 答えてもらった後に自分が学習して理解したことを解説する場面を膨らませてもよかった。 

▲ 親に読む時間を十分取った場合，どんな展開になっていたのか見てみたかった。 

▲ 参観者が，児童の意図していない発表をした時の対応とか，面白そうと思ったが，時間がやは

り足らない。時間がもう少しあれば，きっともっとすばらしい取組と言える。 

▲ 子どもたちも一生懸命やっていたと思うが，もう少し声を出して，分かりやすく発表できたら

良かったと思う。 

▲ ちょっと時間がなくて，文章の内容が分からず，答えられなかったのが残念だ。 

表９ 検証授業後の参観者へのアンケート集計結果 

表８ 子どもたちへのアンケート集計結果 
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Ⅳ 研究のまとめ 

 １ 研究の成果 

  (1) 意識調査の比較から 

５月に実施した国語に関する意識調査と同様

のものを，検証授業後にも子どもたちに対して

行った。５月の意識調査とは異なり，検証授業

後は本校の子どもたちだけで意識調査を行っ

た。表10は，意識調査の調査項目を示したもの

である。 

Ａ児(図10)は，全ての調査項目で，５月より

11月の方が上昇，または同等の結果だった。大

きく変化した調査項目は，⑩である。ここから

検証授業において，自分の考えをまとめる学習

(検証授業Ⅰでは第４時，検証授業Ⅱでは第６

時)が，この結果に結びついたと推察される。 

Ｂ児(図11)は，五つの調査項目において，ポ

イントが上昇し，残りの調査項目は５月と同じ

結果だった。中でも「当てはまる」と回答した

⑨から，物語の様子がよく分かると考えてお

り，読み進めるための観点に沿って，読む学習

で，物語を読む観点を与えた結果，自分自身で

読むことができたと実感することができた。 

Ｃ児(図12)は，①，⑤，⑥，⑦，⑩の調査項

目において，ポイントが上昇した。⑤，⑥，⑦

から，文学的文章を読むことに関して，以前よ

りできるようになったと回答している。それ

は，読み進めるための観点に沿って読む学習を

行い，学習内容を焦点化することによって，自

分自身の文学的文章を読む力の高まりを実感し

たと考えられる。しかし，調査項目②，③は，ポ

イントが減少し，読書への関心が低くなってい

ることが分かる。これは，観点に沿って読む学

習が教科書教材のみで行われており，日常生活

における読書生活の構築まで図ることができな

かったことが要因として考えられる。今後，子

どもたちの読書生活の構築につなげるよう学習

の工夫が必要である。 

Ｄ児(図13)は，①，②，④，⑤，⑨，⑩の調

査項目においてポイントの上昇が見られた。特

に変化が大きかった調査項目は，⑩である。Ａ

児と同様，読み取ったことから自分の考えをま

とめる学習を行ったことでポイントが上昇して

いる。しかし，③の読書が好きかどうかについ
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図10 意識調査５月と11月の比較 Ａ児 

図11 意識調査５月と11月の比較 Ｂ児 

図12 意識調査５月と11月の比較 Ｃ児 

図13 意識調査５月と11月の比較 Ｄ児 

表10 意識調査 調査項目 
番号 調査項目 

① 国語の勉強は好きだ。 

② 国語の勉強は大切だ。 

③ 読書は好きだ。 

④ 国語の授業で学習したことは，社会に出たときに役に立つ。 

⑤ 
国語の授業で目的に応じて資料を読み，自分の考えを話したり，書いたりし

ている。 

⑥ 
国語の授業で文章を読むとき，段落や話のまとまりごとに内容を理解しなが

ら読んでいる。 

⑦ 物語を読むことが好きだ。 

⑧ 物語の人物の気持ちがよく分かる。 

⑨ 物語に書かれている様子がよく分かる。 

⑩ 
物語を読んで，印象に残ったところについて，自分の考えをまとめることが

できている。 

⑪ 
物語を読んで，印象に残ったところを友達と発表し合い，自分の考えを広げ

たり深めたりすることができている。 
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ては５月と同様低い値であった。Ｃ児と同様，読

書生活につなげる手立てが不足していたものと

考えられる。 

Ｅ児(図14)は，全ての調査項目で同等かポイ

ントの上昇が見られた。特に調査項目⑧，⑨で

は，「当てはまる」と回答しており，人物の気持

ちや様子について，読み取ることができるよう

になったと感じている。読み進めるための観点

「人物」と観点を設定し読み取ったことで自分

の読む力の伸びを感じることができたと推察さ

れる。また，調査項目⑪についてもポイントが

上昇していることから，保護者や地域の方に自

分の考えを発表し，意見交流を行うことで，自

分の考えの広がりや深まりを感じることができ

たと考えられる。様々な人に広く自分の考えを

発表し，自分の考えを付加する意見から，自信

を深めたり，自分とは異なる意見を聞いたりす

る学習活動が，自分の考えを広げたり，深めたりすることに対して，効果的であると言える。様々

な意見に触れる機会を小規模校での学習においても積極的に取り入れる必要がある。 

    個別の結果を総合すると，全体的に読む意識は高まっていることが分かる。図15は，５人の意

識調査を平均して，５月と11月を比較したものである。これを見ると，特に①と⑩のポイントが

大きく向上している。これは，読み進めるための観点に沿って読むことで，学習内容の焦点化が

なされたこと，そして，小規模校の利点を考慮した言語活動によって，学習の見通しや学習活動

を明確にしたことによって学習の成就感を得ることができたことによるものと推察される。ま

た，単元の中で，読み取ったことから自分の考えをまとめさせる学習が効果的であったと推察さ

れる。 

  (2) 文学的文章を主体的に読むことについて 

    子どもたちのアンケート結果やノート，授業態度等から，文学的文章に興味をもち，自ら読み

進めて考える姿が見られるようになった。また，読み進めるための観点に沿って読む学習によ

り，文学的文章を読む際に，着目する表現や言葉が明確になり，登場人物の心情や場面の描写に

ついて捉えることができた。さらに，文章を読み，自分の考えをひとまとまりの文章にまとめる

学習を行ったことで，捉えた描写から，優れた叙述について自分の考えをまとめることができた。 

  (3) 読み進めるための観点に沿って読む学習，及び読み進めるための観点の設定 

    これまで，何をどの程度学習させればよいか不明確だったことから，子どもたちに学習の成就

感を得させることが困難だった。読み進めるための観点に沿って，自分たちの考えを形成させる

学習は，子どもたちにとって学習方法が明確になるだけではなく，指導者にとっても，学習内容

を明確にする際に，有効に働いたと言える。学習内容が明確になったということから，子どもた

ちに身に付けさせたい能力や態度の把握がより具体的になり，指導方法や内容の充実が図られ

た。また，読み進めるための観点の設定は，教材研究においても有効であると言える。複式学級

での学習指導において，課題として挙げられている教材研究の重要性や，学習内容の精選におい

ても，観点に沿って文学的文章を分析することで，より効率的に指導内容を精選できた。これら

の工夫は，子どもたちの読みの深さを把握することにもつながり，文学的文章を読む力の育成に

効果的であったと考える。 
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図14 意識調査５月と11月の比較 Ｅ児 

図15 意識調査５月と11月の比較 平均 
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  (4) 小規模校の利点を生かした言語活動の具体化について 

    モデルを示して学習の見通しをもたせたり，単元の最後に行う発表会等の学習活動につなげる

意識をもたせたりすることが，子どもたちの学習意欲向上につながった。発表の機会が多く，表

現力を育成させやすいという小規模校の利点を生かし，自分の意見を様々な人に発信していくと

いう言語活動は，多様な考えに触れることが難しい小規模校の学習指導において，他者の感じ方

の違いに気付くことができ，考えを広げ，深める上で効果的であった。 

 

 ２ 今後の課題 

  (1) 意識調査の比較から 

    意識調査の比較から，項目③の読書が好きかどうかという項目が0.2ポイント減少した。国語

の学習に対する意欲が高まったことから考えると，授業で学習した内容が，実生活の読書生活に

つながらなかったと考えられる。その原因として，関連本の紹介や学習で身に付けた力を他の本

の読解につなげることが不十分だったからと考えられる。身に付けた力が読書に生きるよう，子

どもたちの興味・関心に合った本の紹介などを指導者が適宜行い，関連本を教室に配置したり，子

どもたちの学習の成果を掲示するなど，言語環境を整えることが課題としてあげられる。 

  (2) 文学的文章を主体的に読むことについて 

    他者と意見交流を図る際，自分の考えを伝えることに意識が集中しすぎてしまい，自分たちの

考えを広げ深めることに関しては，まだまだ不十分なことが多かった。多様な考えに触れること

による考えの広がり深まりを図る言語活動を多様化し，さらに実態に合わせて学習活動を設定し

ていく必要がある。 

  (3) 読み進めるための観点に沿って読む学習，及び読み進めるための観点の設定 

    成果で挙げたように，読み進めるための観点に沿って読む学習は，文章を読んで考えを形成す

ることについて有効に働いたと言える。しかし，検証授業Ⅰ・Ⅱでは，読み進めるための観点に

沿って読む学習，及び読み進めるための観点の設定を教師主導で行い，子どもたちは，設定され

た観点に沿って読む学習に終始してしまった。読書が好きかどうか尋ねた実態調査の比較と合わ

せて考えて，日常生活の中の読書につなげるためには文章の特徴から観点を導き出す力と，自分

の着目した観点で読み進める力の育成が必要である。 

  (4) 小規模校の利点を生かした言語活動の具体化について 

    本研究で検証したものは，高学年での活動であり，低学年から中学年までの学習活動について

は検証できなかった。小学校や中学校までの系統を意識した言語活動の具体化と，小規模校の利

点と課題を考慮し，より子どもたちの状況・実態に合わせた言語活動の具体化が必要である。 
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【研究の概要】 

本研究は，文学的文章を子どもたちが自分の力で読

み，考えを広げ深めるために，小規模校の利点を生か

した言語活動の具体化を図り，文学的文章を主体的に

読むための国語科学習指導の在り方について研究した

ものである。 

 具体的には，文学的文章を焦点化された複数の観点

に沿って自ら読み進める学習や，少人数・複式学級に

おける指導の工夫，読む目的意識をもたせる言語活動

の具体化を図り，それらを位置付けた授業を通して検

証を行った。 

 その結果，子どもたちは，文学的文章を自ら読み進

め，自分の考えを形成したり，異学年や地域・保護者

との交流を通して考えを広げたり，深めたりする子ど

もの姿が多く見られるようになった。 

【担当所員の所見】 

本研究は，文学的文章を主体的に読むための国語科

学習指導の在り方を，小規模校の特色を生かしながら

言語活動を具体化して追究したものである。 

本研究の特色は，児童や学校の実態に基づき，文学

的文章を自ら進んで読み進め，自分の思いや考えを広

げたり深めたりする手立てを工夫したことである。 

具体的には，まず，文学的文章について，受動的な

読み取りによる内容理解にとどまっている児童の実

態や，多様な意見の交流に課題を感じている教師の実

態を把握した。次に，児童自らが文章を読解していく

ために，読み進めるための観点を詳細に設定した。併

せて小規模校であることを生かした言語活動を系統

的に具体化し整理した。二回の検証授業では，児童自

らが観点に沿って読み進め，その観点に基づいて自分

なりの考えや思いをひとまとまりの文章にまとめる

ことができた。さらに，単元終了時には，広く保護者

や地域の方々に表現するという活動も取り入れた。 

今後も，思考力・判断力・表現力が発揮されるよう

な学習展開を目指し，言語活動の充実を図りながら，

目的に応じ内容を捉える能力を身に付けさせるとと

もに，読書を通して考えを広げたり深めたりしようと

する児童の育成に励んでほしい。 

 


